
日本ソーシャルワーク教育学校連盟 北海道ブロック 

2022 年度 北海道社会福祉教育セミナー 

 

ソーシャルワーク実習における 2 か所の実習を通した網羅的な目標達成 

～北海道における養成校・現場との協働による SW 実習の確立に向けて～ 

 

今年度から次年度にかけて、いよいよ北海道においても新たな社会福祉士・精神保健

福祉士養成におけるソーシャルワーク実習が本格的に始まってきます。この間、日本ソ

ーシャルワーク教育学校連盟  北海道ブロック（以下、本ブロック）では、会員校が一丸

となり、また職能団体の実習指導者の協力も得ながら、新たなソーシャルワーク実習の

評価表（北海道ブロック共通様式）の作成に取り組んできました（精神保健福祉士のソ

ーシャルワーク実習における評価表共通様式は現在作成中）。ソーシャルワーク実習で

は、機能の異なる 2 か所以上の実習施設・機関において合計 240 時間以上の実習が必要

となりますが、これらの 2 か所以上の実習を通して実習生が全目標を網羅的に達成する

ことが、ソーシャルワーク専門職である社会福祉士・精神保健福祉士の養成に向けて重

要になります。これには、養成校と実習受入施設である現場とがしっかりと協働して実

習に取り組む体制を構築し、また共通認識をもって実習を実施していくことが必要不可

欠です。  

そこで本ブロックでは、養成校と現場が協働して実習に取り組める体制の構築、また

共通認識の形成に向けて、今年度複数のプロジェクトを立ち上げて取り組みを進めてき

ました。これらの成果をもとに、今年度のセミナーでは北海道におけるソーシャルワー

ク実習に向けた養成校と現場との協働による実習体制の確立に向けて、「本ブロックに

おける各会員校のソーシャルワーク実習・実習指導のカリキュラム」および「ソーシャ

ルワーク実習評価表（北海道ブロック共通様式）の用語解説」を確認したうえで、「2 か

所実習における養成校による実習調整ガイドライン（案）（ソ教連北海道ブロック）」等

について報告します。その後、このガイドライン（案）をもとに養成校教員と現場の実

習指導者との協働のあり方や懸念点などについて意見交換を行うことで、養成校と現場

が協働して実習に取り組める体制の構築および共通認識形成に向けた機会にしていき

たいと考えています。  

養成校及び実習施設・機関（予定を含む）など関係者の皆様の多くのご参加をお待ち

しております。  

 

日 時：2022 年 12 月 11 日（日）13：00～17：00 

 

形 態：Zoom による web 開催 （※Zoom を使用端末に DL する必要があります） 

参加費：無 料 

対 象：社会福祉士及び精神保健福祉士実習指導者（予定者含む）、 

社会福祉士及び精神保健福祉士養成校教員、 

社会福祉士、精神保健福祉士、学生、その他関心のある者 

資 料：参加者へデータ配布（配布方法は後日連絡） 



【タイムスケジュール】         司 会：事務局 長濱 章雄（旭川大学） 

13 時 00 分 開会挨拶    ソ教連北海道ブロック副会長 松浦智和（日本医療大学） 

13 時 05 分 解説① 

ソ教連北海道ブロック会員校におけるソーシャルワーク実習・実習指導の展開 

ソ教連北海道ブロック 会長  畑 亮輔（北星学園大学） 

ソ教連北海道ブロック 副会長 松浦智和（日本医療大学） 

いよいよ本格的に始まるソーシャルワーク実習に向けて、現場及び養成校にて共通

認識を形成することを目的に、本ブロックの各会員校がソーシャルワーク実習・実習

指導（社会福祉士・精神保健福祉士）をどのようなカリキュラムで展開していくのか

について、各科目のねらいと教育に含むべき事項も確認しつつ、説明します。  

13 時 45 分 解説② 

ソーシャルワーク実習評価表（北海道ブロック共通様式）の用語説明について 

報告者：横山登志子（札幌学院大学） 

昨年度から作成してきた社会福祉士のソーシャルワーク実習評価表（北海道ブロッ

ク共通様式）について、今年度さらにプロジェクト活動を通して用語解説を作成しま

したので、その内容について説明します。 

14 時 10 分 休憩 

14 時 20 分 報告と説明 

『２か所実習における養成校による実習調整ガイドライン（案）』について 

報告者：巻 康弘 （北海道医療大学）         

杉浦 理恵（専門学校北海道福祉・保育大学校） 

15 時 10 分 休憩 

15 時 20 分 全体ディスカッション 

テーマ：養成校による２カ所の実習調整と実習受入施設・機関の協働について 

ブレイクアウトセッションを用いて、ソーシャルワーク実習における２か所実習の

調整機能をもとに、養成校と実習施設・機関との協働に関する質問や意見を集約しま

す（20 分～40 分※：各ブレイクアウトセッションには進行を担当する養成校教員を１

名以上配置予定）。その後、全体会にてブレイクアウトセッションで出た意見や質問

の報告と回答、また全体会の中での質疑応答を実施し、ソーシャルワーク実習実施に

向けた共通認識形成を図ります。 

16 時 55 分※ 閉会挨拶 ソ教連北海道ブロック 副会長  横山登志子（札幌学院大学） 

参加申込：申し込みフォームからお申込み下さい（Google フォーム） 

https://forms.gle/35Tqeqmo2csMzdRKA 

※右の QR コードからもアクセス可能です。 

※上記申し込みフォームでのお申し込みがうまくいかない場合には、ソ教連北海道ブロッ

ク事務局（旭川大学：長濱章雄、nagahamaa@live.asahikawa-u.ac.jp）まで E-mail にて

お申込みください。なお、メールにてお申し込みをされる場合には、必ず①氏名、②所

属を記載するようにお願いします。 

申込期限：2022 年 12 月 5 日（月）18：00（Google フォーム、E-mail ともに） 

https://forms.gle/35Tqeqmo2csMzdRKA

